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墓
地
の
管
理
と
今
後
に
お
け
る
整
備
の
考
え
に
つ
い
て

一一  

般般  

質質  

問
　
　
要

問
　
　
要  

旨旨

一
般
質
問
と
は
、
議
員
個
人
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
町

長
等
に
質
問
し
、
適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

山
下
議
員

前
町
長
の
看
板
政
策
の
一
つ
に
女

子
野
球
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

町
内
の
労
働
力
不
足
を
補
う
こ
と

が
最
大
の
目
的
だ
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
が
、
な
か
な
か
上
手
く
は
い
っ

て
い
な
い
。

さ
ら
に
は
、
町
民
公
園
内
の
球
場

は
軟
式
野
球
に
し
か
対
応
し
て
お
ら

ず
、
今
後
女
子
野
球
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

ま
た
、
現
在
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
人
口
は
減
少
し
て
お
り
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
閉
鎖
が
相
次
い

で
い
る
。

一
方
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
運
営
者

が
４
年
前
に
変
わ
っ
て
以
来
、
町
内

屈
指
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お

り
、
最
近
は
冬
季
の
営
業
を
始
め
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
た
り
と
、

今
後
も
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

る
。前

町
長
が
今
年
度
中
に
今
後
の
町

民
公
園
の
あ
り
方
を
決
め
る
と
し

て
、
２
年
間
延
長
し
た
指
定
管
理
期

間
も
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
終
了
す

る
。町

民
公
園
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

林
町
長

本
町
の
球
場
は
、
硬
式
野
球
に
対

応
し
て
い
な
い
た
め
、
指
定
管
理
期

間
を
２
年
間
延
長
し
た
中
で
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
外
周
フ
ェ
ン
ス
等
の
整

備
に
８
千
万
円
を
超
え
る
費
用
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
町
財
政
を
考

慮
し
整
備
が
難
し
い
と
判
断
し
た
。

ま
た
、
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
町

内
の
労
働
力
不
足
を
補
う
点
に
つ
い

て
も
、
野
球
を
し
な
が
ら
就
業
で
き

る
企
業
等
が
無
く
、
町
職
員
と
し
て

採
用
し
た
経
過
も
あ
る
が
、
こ
れ
を

続
け
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
無
理
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
女
子
野
球
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

今
後
は
新
た
な
追
加
支
援
は
で
き

な
い
が
、
現
状
の
環
境
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
選
手
の
方
々
が

練
習
拠
点
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

ま
た
、
本
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
利

用
者
数
を
見
る
と
、
平
成
26
年
度
に

年
間
利
用
者
数
５
１
５
４
人
を
ピ
ー

ク
に
毎
年
減
少
が
続
い
て
い
る
。

令
和
５
年
度
に
は
２
２
４
４
人
と

56
．
５
％
減
少
し
て
お
り
、
指
定
管

理
者
の
経
営
悪
化
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
に

あ
っ
て
は
増
加
基
調
に
あ
り
、
大
会

の
開
催
な
ど
明
る
い
兆
し
も
あ
る
。

そ
の
様
な
中
に
あ
っ
て
も
、直
売
、

レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
は
令
和
２
年
度

よ
り
テ
ナ
ン
ト
方
式
を
導
入
し
、
集

客
数
の
増
加
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
、

将
来
の
町
民
公
園
の
あ
り
方
に
希
望

が
持
て
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
指
定
管
理
者
の
選
定
に
向

け
事
務
を
進
め
て
い
る
が
、
新
た
な

も
の
は
検
討
す
る
時
間
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
現
状
の
仕
様
に
よ
り
物
価

上
昇
や
労
務
単
価
改
正
を
考
慮
し
、

３
年
間
の
指
定
管
理
期
間
と
し
て
公

募
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
運
営

方
法
等
は
熟
慮
を
重
ね
３
年
後
の
新

た
な
指
定
管
理
者
選
定
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
進
め
て
い
く
。

町長：３年間は現状維持

町民公園をこれから町民公園をこれから
どうするのかどうするのか

山
やま

下
した

　純
じゅん

議員

令和６年第３回定例会（９月２５日）
　町長より以下２件の行政報告がありました
　　①令和６年度防災訓練について
　　②水道料金の誤徴収について
　教育長より令和６年度全国学力・学習状況調査の結果の概要について報告がありました
　４名の議員より以下の一般質問がありました（３ページ参照）
　　①これからの町民公園のありかたについて
　　②移住・定住の促進について、国有財産の取得について、冬の雪捨て場について
　　③女子野球について、ゼロカーボンについて、所信表明について
　　④森林資源の活用について、医療・介護の充実について、出産サポートの拡充について
　審議内容は、以下のとおりです
＜報告＞
令和５年度健全化判断比率及
び資金不足比率

財政健全化法に基づく財政健全化計画策定の必要な
しと報告 報告済み

令和５年度教育委員会の活動
状況に関する点検・評価報告

教育委員会の活動状況に関する事項、教育施策の執
行等に関する事項、社会教育の振興について報告 報告済み 質問あり

７ページ
＜令和５年度決算認定＞
一般会計・国民健康保険特別会計
介護サービス事業特別会計・後期高齢者医療特別会計
簡易水道事業特別会計・公共下水道事業特別会計

10月24日開催予定の
決算特別委員会で審
査することに決定

＜条例改正＞
喜茂別町子ども医療費助成条
例及び喜茂別町重度心身障害
者及びひとり親家庭等の医療
費の助成に関する条例

12月２日よりマイナンバーカードと健康保険被保険
者証が一体化されることに伴い改正 原案可決

＜規約変更＞
北海道後期高齢者医療広域連
合規約

12月２日よりマイナンバーカードと健康保険被保険
者証が一体化されることに伴い変更 原案可決

＜令和６年度補正予算＞

一般会計（第５回）
プレミアム商品券追加発行支援補助金、ふるさと応
援基金積立金、農業委員会消耗品、スマート農業機
械等導入支援事業補助金など2,718万円増額

原案可決 質問あり
７ページ

後期高齢者医療特別会計
（第１回） 保険料還付金確定により12万3千円増額 原案可決

下水道事業会計（第１回）
令和５年度特別会計打切決算に伴い未収金及び未払
金が確定したことにより特例的収入を147万８千円、
特例的支出を242万４千円に変更

原案可決

＜関係行政庁等への意見書提出＞
国土強靭化に資する社会資本�
整備等に関する意見書

請願者　北海道町村議会議長会　会長　渡部孝樹　�
提出者　山下議員　　賛成者　越後議員　岩部議員�
提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣等

原案可決

令和６年第３回臨時会（９月２日）
　町長より、町政執行についての所信表明がありました。
　審議内容は、以下のとおりです
＜令和６年度補正予算＞
一般会計（第３回）
　※専決処分 定額減税補足給付金など356万９千円増額 原案承認

一般会計（第４回） 新型コロナワクチンの定期接種事業経費など610万
７千円増額 原案可決

※�専決処分…時間的に議会の招集を待てない緊急などの場合に行政運営の遅れや滞りを防ぐため例外的に町
村長が議会の議決に代わり意思決定すること。町村長が専決処分を行った場合は、次の議会において報告
をし、承認を求めなければならない。



45 議会だより議会だより

No.192

小
川
議
員

①
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

９
月
２
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て

町
長
は
所
信
表
明
の
中
で
「
住
宅
建

設
用
地
の
確
保
や
、
空
き
家
の
有
効

活
用
に
取
り
組
む
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
有
効

活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
住
宅
建
設
用
地
に
想
定
し

て
い
る
場
所
は
あ
る
の
か
。

②
国
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
会
に
対
し
て
喜
茂
別
森
林
事
務

所
の
購
入
を
検
討
し
た
い
と
過
去
に

説
明
が
あ
っ
た
。

財
務
省
北
海
道
財
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
令
和
６
年
度
第
１
回
期

間
入
札
が
11
月
に
公
示
さ
れ
12
月
に

入
札
受
付
と
記
載
さ
れ
て
い
て
、
喜

茂
別
森
林
事
務
所
も
今
後
入
札
を
予

定
し
て
い
る
物
件
の
一
覧
表
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。

町
長
は
国
有
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
冬
の
雪
捨
て
場
に
つ
い
て

今
ま
で
雪
捨
て
場
と
し
て
利
用
し

て
い
た
土
地
が
利
用
出
来
な
く
な
っ

て
い
る
場
所
が
増
加
し
て
い
る
と
思

う
が
、
雪
捨
て
場
の
対
策
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

林
町
長

①
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

空
き
家
の
有
効
活
用
と
し
て
は
、

以
下
の
４
点
を
考
え
て
い
る
。

・
喜
茂
別
町
空
家
バ
ン
ク
、
後
志
空

き
家
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
の
周
知
と
運
営

・
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
空
き
家
所
有
者

の
特
定
と
空
き
家
の
維
持
管
理
に
関

す
る
注
意
喚
起

・
住
宅
取
得
促
進
補
助
金
及
び
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
金
の
活
用

・
外
部
人
材
や
関
係
機
関
と
の
連
携

住
宅
建
設
用
地
の
確
保
に
つ
い

て
、
活
用
で
き
る
町
有
地
が
な
い
か

再
確
認
を
す
る
と
と
も
に
、
民
有
地

に
つ
い
て
は
複
数
の
方
よ
り
土
地
処

分
の
相
談
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
住
宅
建
設
用
地
と
し
て
適
地
で

あ
る
か
確
認
し
、
適
宜
協
議
し
て
い

く
。

②
国
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

当
初
、
令
和
４
年
度
中
に
購
入
予

定
を
し
て
い
た
が
、
北
海
道
財
務
局

小
樽
出
張
所
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

遅
延
が
示
さ
れ
、
令
和
５
年
９
月
に

入
札
・
契
約
予
定
と
の
情
報
提
供
が

な
さ
れ
た
。

本
町
と
し
て
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

変
更
後
も
当
該
財
産
の
購
入
を
予
定

し
て
い
た
が
、
令
和
４
年
度
の
冬
に

屋
根
が
積
雪
に
よ
り
大
き
く
損
傷
し

た
こ
と
を
確
認
し
た
。

購
入
後
に
建
物
の
大
規
模
修
繕
費

や
解
体
費
用
が
必
要
と
な
り
、
現
状

有
姿
で
建
物
を
利
用
す
る
当
初
の
計

画
か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
こ
と
や
、

土
地
の
購
入
費
か
ら
建
物
の
修
繕
費

等
を
控
除
し
た
上
で
購
入
す
る
こ
と

が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
８

月
に
北
海
道
財
務
局
小
樽
出
張
所
に

対
し
て
当
該
財
産
の
取
得
要
望
の
取

下
げ
を
伝
え
た
。

当
該
財
産
は
令
和
７
年
１
月
頃
に

一
般
競
争
入
札
が
予
定
さ
れ
、
公
示

日
に
最
低
売
却
価
格
が
公
表
さ
れ
る

見
込
み
の
た
め
、
本
町
が
想
定
す
る

購
入
費
と
比
較
し
た
上
で
、
入
札
の

参
加
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

③
冬
の
雪
捨
て
場
に
つ
い
て

市
街
地
の
雪
捨
て
場
に
つ
い
て

は
、
町
道
の
除
排
雪
で
使
用
し
て
い

な
い
場
所
も
あ
り
、
付
近
の
住
民
が

許
可
等
を
得
て
使
用
し
て
い
る
場
所

も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

個
人
宅
の
雪
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
豪
雪
地
の
課
題
と
認
識
し
て
い

る
が
、
あ
く
ま
で
も
個
々
人
が
対
応

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

町長：空き家バンク等４点考えている

空き家はどう活用するのか空き家はどう活用するのか

小
お

川
がわ

泰
たい

樹
き

議員

本
久
議
員

①
女
子
野
球
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
本
町
に
と
っ
て

大
切
な
事
案
で
あ
り
、
前
提
と
し
て

町
民
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

突
然
浮
上
し
た
女
子
野
球
の
推
進

に
つ
い
て
、
新
町
長
の
元
で
し
っ
か

り
と
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。町

と
女
子
野
球
の
関
わ
り
方
、
将

来
の
町
づ
く
り
、
町
民
と
の
関
係
や

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

②
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
緩
和
を
目
的
と
し
て

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
が
提
唱
さ
れ
、
本
町

は
早
期
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
し

た
。宣

言
を
実
現
す
る
に
は
町
全
体
で

の
取
り
組
み
が
必
要
だ
が
、
町
民
は

具
体
的
に
何
を
す
べ
き
な
の
か
。

ま
た
、
新
町
長
と
し
て
の
認
識
や

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

③
所
信
表
明
に
つ
い
て

郷
の
駅
周
辺
の
再
整
備
に
取
り
組

む
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
計
画
内
容

を
伺
う
。

ま
た
、
時
代
に
合
わ
な
い
事
業
の

見
直
し
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
事
業
の
継
続
や
廃
止
を
判
断
す

る
の
か
。

林
町
長

①
女
子
野
球
に
つ
い
て

本
町
は
ホ
ー
ネ
ッ
ツ
レ
デ
ィ
ー
ス

に
球
場
無
償
使
用
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ゲ
ー
ジ
購
入
な
ど
練
習
環
境
を
支
援

し
、
選
手
は
日
々
練
習
や
試
合
、
野

球
教
室
で
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
て

い
る
。

今
後
は
、
新
た
な
追
加
支
援
は
で

き
な
い
が
、
現
状
の
環
境
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
選
手
の
活
動
と
町
内
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
た
交
流
を
継
続
す

る
。

②
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て

前
町
長
が
推
進
し
た
「
脱
炭
素
移

行
・
再
エ
ネ
推
進
事
業
」
は
議
会
や

町
民
の
合
意
の
中
で
進
め
ら
れ
た
事

業
で
は
な
い
と
思
い
、
中
止
の
決
断

を
し
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
理
念
は
支
持
し

つ
つ
、
ご
み
分
別
、
節
電
、
節
水
、

食
品
ロ
ス
削
減
な
ど
個
人
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
広
報
紙
等
で
正
し
い

知
識
の
提
供
と
理
解
の
深
化
を
図

る
。今

後
の
事
業
実
施
に
は
議
員
や
町

民
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
進
め

る
。

③
所
信
表
明
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
5
類
移
行
後
、
国
道
２
３

０
号
線
・
２
７
６
号
線
の
人
流
・
物

流
が
戻
り
つ
つ
あ
り
、「
結
愛
フ
ェ

ア
」
で
は
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
い
た
。

郷
の
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

は
、「
結
愛
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ

て
い
る
国
道
向
い
の
町
有
地
に
お
け

る
拡
張
と
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

10
月
を
目
途
に
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
を
実
施
し
、
地
権
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
具
体
的
な
整
備
計
画
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

時
代
に
合
わ
な
い
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
他
町
村
の
事
例
等
も

踏
ま
え
、
本
町
に
お
け
る
各
補
助
金

や
委
託
料
の
水
準
に
つ
い
て
十
分
な

検
証
の
う
え
、
必
要
に
応
じ
た
精
査

を
行
う
。

本
町
単
独
で
実
施
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
広
域
連
携
に

よ
り
高
い
経
済
的
効
果
が
見
込
ま
れ

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
を

模
索
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
考
え

る
。必

要
な
事
業
に
は
財
源
を
確
保
し

つ
つ
、
人
件
費
抑
制
や
職
員
数
の
減

少
を
図
り
、
組
織
の
見
直
し
や
業
務

改
革
を
進
め
て
い
く
。

町長：新たな追加支援はできない

女子野球プロジェクトは女子野球プロジェクトは
どうするのかどうするのか

本
もとひさ

久哲
て つ じ

士議員



67 議会だより議会だより

No.192

令
和
５
年
度
教
育
委
員
会
の
活
動
状

況
に
関
す
る
点
検
評
価
報
告
に
つ
い

て岩
部
議
員

喜
茂
別
中
学
校
で
令
和
５
年
12
月

に
開
催
さ
れ
た
学
校
図
書
館
展
に
つ

い
て
、
図
書
の
一
般
開
放
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
こ
と
は
良
い
と
思
う
が
、
学

校
施
設
内
で
飲
食
等
の
販
売
が
さ
れ

て
い
る
。

校
長
は
、
学
校
施
設
を
社
会
教
育

そ
の
他
公
共
の
た
め
に
利
用
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
私
的

営
利
を
目
的
と
す
る
、
ま
た
は
そ
の

お
そ
れ
が
あ
る
利
用
は
で
き
な
い
と

規
則
に
あ
る
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
と
思
う
し
、
出
店
者
に
も

気
持
ち
よ
く
出
店
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
る
。

規
則
を
変
更
す
る
な
ど
し
た
方
が

良
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

細
田
教
育
長

図
書
館
の
一
般
開
放
に
お
い
て

コ
ー
ヒ
ー
等
の
提
供
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
学
校
長
か
ら
事
前
に

お
話
が
あ
り
、
常
識
の
範
囲
内
で
の

金
額
設
定
と
理
解
し
た
。

き
ち
ん
と
教
育
委
員
会
が
理
解
を

し
た
と
い
う
根
拠
が
示
さ
れ
る
よ
う

な
規
則
に
な
る
べ
き
と
、
私
自
身
も

考
え
る
の
で
、
教
育
委
員
会
内
部
で

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
６
年
度
喜
茂
別
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（ 

第
５
回
）
に
つ
い
て

小
川
議
員

農
業
委
員
会
費
の
消
耗
品
の
増
で

86
万
２
千
円
と
あ
る
が
内
容
を
伺

う
。

大
元
農
林
課
長

農
地
所
有
者
の
意
向
の
把
握
に
か

か
る
経
費
、
現
況
地
図
、
目
標
地
図

の
作
成
に
か
か
る
消
耗
品
費
等
を
計

上
し
て
い
る
。

山
下
議
員

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
で
、

委
託
会
社
が
変
更
し
て
ポ
イ
ン
ト
が

返
還
さ
れ
た
と
い
う
話
だ
っ
た
が
、

も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

井
原
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

７
月
１
日
か
ら
中
間
事
業
者
を
Ｊ

Ｔ
Ｂ
か
ら
ス
チ
ー
ム
シ
ッ
プ
へ
変
更

し
た
た
め
、
今
ま
で
の
寄
附
利
用
者

の
ポ
イ
ン
ト
が
使
え
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
、
発
行
分
の
ポ
イ
ン
ト
３

１
９
万
６
千
円
分
を
町
に
返
還
し

た
。

山
下
議
員

寄
附
す
る
人
が
本
来
使
え
る
は
ず

だ
っ
た
ポ
イ
ン
ト
が
、
そ
の
ま
ま
町

に
回
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
か
。

井
原
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

町
の
基
金
と
し
て
使
え
る
の
で
ポ

イ
ン
ト
を
保
有
さ
れ
て
い
る
方
が
引

き
続
き
利
用
で
き
る
。

山
下
議
員

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
追
加
発
行
分

に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
５
１
４
万
円

だ
っ
た
が
、
３
６
０
万
円
と
大
き
く

減
っ
て
い
る
が
、
理
由
と
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

井
原
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

当
初
１
万
２
千
円
分
６
０
０
セ
ッ

ト
７
２
０
万
円
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、

１
万
５
千
円
分
を
１
０
０
０
セ
ッ
ト

と
し
て
増
額
し
、
追
加
発
行
分
の
差

額
分
の
３
６
０
万
円
を
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。

山
下
議
員

去
年
よ
り
だ
い
ぶ
金
額
が
下
が
っ

て
い
る
。

昨
年
度
は
１
万
５
千
円
分
を
１
世

帯
あ
た
り
２
セ
ッ
ト
で
や
っ
て
た
と

思
う
が
、
今
年
度
は
ど
う
か
。

井
原
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

今
後
、
国
の
交
付
金
事
業
を
充
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

昨
年
度
と
同
様
で
考
え
て
い
る
。

議
案
の
審
議
要
旨

阿
部
議
員

①
森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

公
約
で
は
、「
森
林
資
源
の
活
用

（
企
業
に
よ
る
森
林
づ
く
り
）」
と
あ

る
が
、
企
業
に
よ
る
森
林
づ
く
り
と

は
ど
の
様
な
構
想
な
の
か
。

ま
た
、
企
業
誘
致
と
起
業
支
援
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
の
か
伺

う
。

②
医
療
と
介
護
の
充
実
に
つ
い
て

現
行
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
す
る
業
務
が
多
数
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
形
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
す

る
の
か
。

ま
た
、
予
防
と
未
病
の
取
り
組
み

は
、
ど
の
よ
う
な
事
を
考
え
て
い
る

の
か
。

③
出
産
サ
ポ
ー
ト
の
拡
充
に
つ
い
て

本
町
に
と
っ
て
は
過
去
に
な
い
大

切
な
事
業
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

ど
の
様
な
事
か
ら
実
行
す
る
の
か
。

林
町
長

①
森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

森
林
に
は
、
水
源
涵
養
機
能
や
土

砂
流
出
・
崩
壊
防
止
機
能
、
地
球
温

暖
化
防
止
機
能
の
役
割
が
あ
る
。

こ
の
機
能
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
森
林
資
源
で
あ
る
木
材
の

成
長
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
森
林

整
備
に
よ
り
、
そ
の
機
能
が
維
持
向

上
さ
れ
て
い
る
。

森
林
整
備
は
土
地
所
有
者
の
管
理

に
よ
る
と
こ
ろ
が
基
本
だ
が
、
企
業

に
お
い
て
も
土
地
を
取
得
し
、
森
林

整
備
を
行
い
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
削
減
さ
せ
る
取
り
組
み
が
活
発
化

し
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
が
大
規
模
に
森
林
管

理
を
担
い
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減

量
を
国
が
認
証
す
る
「
Ｊ
‐
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
制
度
の
活
用
も
検
討
し
な

が
ら
、
多
額
な
費
用
を
か
け
ず
に
、

町
と
企
業
が
相
乗
効
果
を
得
ら
れ
る

方
法
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組

み
を
継
続
す
る
と
い
う
考
え
が
「
企

業
に
よ
る
森
林
づ
く
り
」
で
あ
る
。

取
り
組
み
の
中
で
、
企
業
が
本
町

へ
の
事
業
所
設
置
や
起
業
な
ど
を
検

討
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
協
力

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
医
療
と
介
護
の
充
実
に
つ
い
て

町
立
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
求
め
ら
れ
る

役
割
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

の
み
な
ら
ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
福

祉
を
構
成
す
る
各
法
人
と
の
連
携
が

大
変
重
要
な
も
の
と
な
る
。

予
防
と
未
病
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
健
康
診
断
に
よ
る
健
康
状
態
の

把
握
や
保
健
指
導
等
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
、
健
康
意
識
の

醸
成
を
図
り
、
生
活
習
慣
の
改
善
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
未
病
状
態
の
改

善
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。ま

た
、
適
切
に
予
防
接
種
を
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

特
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
定
期
接
種
化
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
接
種

費
用
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
助
成

制
度
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

あ
わ
せ
て
、
各
種
予
防
接
種
の
情

報
提
供
を
行
う
と
共
に
、
町
民
に
対

す
る
健
康
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

③
出
産
サ
ポ
ー
ト
の
拡
充
に
つ
い
て

出
産
時
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た

め
、
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
出

産
一
時
金
も
令
和
５
年
４
月
よ
り
引

き
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、物
価
高
騰
に
よ
る
出
産
・

子
育
て
に
係
る
費
用
負
担
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
住
促
進
条
例

に
基
づ
く
子
育
て
応
援
お
祝
い
事
業

の
給
付
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

町長：町と企業が相乗効果を得る取組

企業による森林づくりとは企業による森林づくりとは

阿
あ べ

部昭
しょうじ

司議員

８月29日　議員研修会（ニセコ町）８月29日　議員研修会（ニセコ町）
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あ
っ
と
い
う
間
に
11
月
が
訪
れ
、

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
季
節
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
皆
様
の
冬
の
準
備
は

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
で
し
ょ
う

か
？
こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
を
元
気

に
乗
り
切
る
た
め
に
、
体
調
管
理
や

防
寒
対
策
を
し
っ
か
り
と
整
え
、
安

心
し
て
冬
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
７
月
に
町
議
会
議
員
に
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で

４
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、

喜
茂
別
町
商
工
会
創
立
60
周
年
式
典

や
敬
老
会
、
喜
中
祭
、
学
芸
会
な
ど

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の

皆
様
と
の
交
流
を
通
じ
て
地
域
の
こ

と
を
少
し
ず
つ
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
は
多
く
あ
り

ま
す
が
、
先
輩
議
員
に
追
い
つ
け
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。そ
し
て
、

町
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
皆
様
と
共
に
喜
茂
別
町
の
さ
ら

な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
誠

心
誠
意
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
引
き

続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　

議
会
広
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本 

久 

哲 

士

編
集
後
記

次の定例会は
12月10日・11日を予定しております。

町民の方の傍聴をお待ちしております。
日程は、IP告知端末又は議会事務局

（TEL３３－２２１７）で確認ください。

議会の動き 令和６年７月16日～令和６年10月15日

月 日 行　　　　　事 出席者 場　所
７ １６ 後志町村議会議長会主催�議員研修交流事業 各議員 留寿都村

１８ 栃木県佐野市議会大樹会�視察受入 議長

２５ 鷹栖町議会産業福祉常任委員会�視察受入
正副議長
総務委員長

２６ 喜茂別町戦没者追悼式 正副議長
３０ 札幌市南区・喜茂別町交通安全合同キャンペーン 議　長

８ ６ 羊蹄山ろく消防組合議会�臨時会 組合議員
２８ 後志広域連合議会�臨時会 組合議員
２９ 後志町村議会議長会主催�議員研修 各議員 ニセコ町
３１ 喜茂別町商工会創立60周年記念式典 全議員

９ ２ 第３回臨時会 全議員
経済常任委員会 全委員

１９ 議会運営委員会 全委員
２４ 倶知安厚生病院運営委員会 議　長 倶知安町
２５ 第３回定例会 全議員

経済常任委員会 全委員
２８ 喜茂別町敬老会 全議員

10 ５ 喜中祭 各議員

9～11 羊蹄山ろく消防組合議会�行政視察 組合議員 姫路市・
神戸市他

11・12 倶知安厚生病院�新棟内覧会 各議員 倶知安町
１２ 喜茂別小学校�学芸会 全議員
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